
気候変動によるものか、昨夏の猛暑により、野菜や果物の
価格が高騰しているという。また、途上国の都市化や人口増
加により、エネルギー価格は高止まったまま。年明けには、
タレントのスキャンダルに端を発する、民放キー局の人権・ガ
バナンスの問題が注目を集めた。後ろむきのニュースが多い
が、世の中の変化として、社会や環境に対する関心が高まっ
ているのは事実だろう。
統合報告書の支援をしているためか、当社の従業員もサス

テナビリティへの意欲が高い。先日、知人の紹介から、グラ
ミン日本という団体とのご縁を得た。同団体は、困窮するシ
ングルマザーを中心に女性の自立にむけた就労支援や、グラ
ミン銀行のノウハウを活かしたマイクロファイナンスを事業と
している。大手企業の事業をサポートする形で、同団体と当
社の従業員が協力し、就労支援のきっかけづくりをお手伝い
することになった。ボランティアではなく、参画した全員がベ
ネフィットを享受するビジネスの新スタイルである（本誌25

ページを参照）。
正直に言うと、活動への参画を決めた理由は、「社会を良く

しよう」などという高邁な思想からではない。実は、私の叔母
が、二人の子どもを抱えて離婚したシングルマザーで、生保
の契約社員をしながら、立派に子どもを育て上げたことを見
ていたからだ。当時は偏見や風当たりも強く、叔母の苦労は
並大抵ではなかったはずだ。生保の職を得たとはいえ、小さ
なアパートを借りて住み、「健康だけは大切に」と考えて不摂
生も贅沢もせず、70代の今も現役で働いている。ふと、そん
な叔母の姿を思い出し、「零細企業の当社でも、何かお役に
立てるのでは」と考え、グラミン日本の活動に協力しようと考
えたわけだ。
また、当社にも親の介助のため、東京での10年余の一人暮

らしをやめて、親との同居をしながら完全リモートで働いてく
れている従業員がいる。「むしろ東京で働いていた頃よりも、
仕事のありがたみが身に染みた」と意外な感想をもらった。
零細・中小企業であっても、微力ながらもサステナビリティと
向き合うことはできると実感している。
今号は、最近ニーズが高まっている統合報告書を特集した。

財務・非財務に関するガイドラインはそこそこ整ってきたもの
の、これに則るだけでは十分ではない。なぜなら、企業によっ
て、事業内容や強み、社風、思想は異なるからだ。ぜひ、自
社らしい価値創造ストーリーのヒントを得ていただければ幸
いだ。

み
ん
な
地
球
を
救
い
た
が
る
。
で
も
、
誰
も
お
ふ
く
ろ
の
皿
洗
い
を
手
伝
お
う
と
は
し
な
い
。

──パトリック・オローク（作家）

21 これで差がつく！
「コーポレートサイト」

25
“専門家”の伴走が鍵となる
持続可能なインパクト雇用

グラミン日本×アドバンド
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特集2

今こそアプデ！統合報告書
読んで　わかって　好きになる

17 初めての「周年事業」
成功ノウハウ
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社内コミュニケーション編
ビジネス温故知新　第2回27
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上
場
企
業
を
中
心
に
、発
行
す
る
会
社
の
す
そ
野
が
ま
す
ま
す
広
が
る「
統
合
報
告
書
」。

I
I
R
C（
現
：
I
F
R
S
財
団
）の
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や

経
済
産
業
省
に
よ
る「
価
値
協
創
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、

G
R
I
や
T
C
F
D
な
ど
E
S
G
情
報
開
示
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
浸
透
し
た
こ
と
で
、

発
行
し
や
す
く
な
っ
た
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、こ
れ
に
よ
る
弊
害
も
あ
り
ま
す
。

た
し
か
に
、定
め
ら
れ
た
基
準
に
則
っ
て
情
報
開
示
を
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
が
、

肝
心
の
自
社
ら
し
い
企
業
価
値
や
、こ
れ
を
感
じ
さ
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
乏
し
い
、

〝
ざ
ん
ね
ん
な
〞制
作
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
発
行
し
て
い
る
が
反
応
が
い
ま
い
ち
…
…
」「
企
業
価
値
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
」。

そ
う
感
じ
て
い
る
I
R
担
当
者
は
必
見
。

今
号
の
特
集
で
は
、支
援
会
社
と
し
て
改
訂
に
関
わ
っ
た
経
験
か
ら
、

統
合
報
告
書
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
た
め
の
視
点
を
考
察
し
ま
す
。

読
ん
で
　
わ
か
っ
て
　
好
き
に
な
る

特
集今

こ
そ
ア
プ
デ
　
統
合
報
告
書

！
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読
者
の
多
様
化
・
二
極
化
を
と
ら
え
、

目
的
と
編
集
方
針
を
再
定
義
す
る

はじめにはじめに今こそアプデ！ 統合報告書 序章 統合報告書の現状と課題

え
ま
し
た
。

こ
の
動
き
は
、特
に
世
間
の
目
が

集
ま
り
や
す
い
、上
場
企
業
に
と
っ

て
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
売
上
や
利
益
を

追
い
か
け
る
だ
け
で
な
く
、社
会
の

公
器
と
し
て
、持
続
可
能
な
経
営
に

む
か
う
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
重
要
な
役
割
を
担
う

の
が
、統
合
報
告
書
で
す
。

同
時
に
日
本
で
は
、金
融
庁
や
東

京
証
券
取
引
所
が
上
場
企
業
に
対

し
、非
財
務
情
報
の
主
体
的
な
開
示

を
要
求
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、統
合
報
告
書
を
発

行
す
る
企
業
数
は
、
上
場
企
業
約

4
0
0
0
社
の
う
ち
、
2
0
2
3
年

度
に
は
1
0
0
0
社
を
超
え
、

2
0
2
4
年
度
は
さ
ら
に
数
百
社
の

企
業
が
新
た
に
発
行
を
ス
タ
ー
ト
。

右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
る
状
況

で
す
。

本
来
、統
合
報
告
書
の
対
象
読
者

は
、上
場
企
業
へ
の
影
響
力
の
大
き

い
機
関
投
資
家
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
膨
大
な
資
金
を
運
用
す
る
機
関

投
資
家
に
と
っ
て
、財
務
・
非
財
務

の
デ
ー
タ
や
指
標
を
正
し
く
把
握

し
、し
か
も
同
業
他
社
と
比
較
検
討

で
き
る
こ
と
は
、投
資
先
選
び
の
基

準
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
か
ら
で

す
。
特
に
、日
本
の
事
情
を
知
ら
な

い
海
外
投
資
家
に
と
っ
て
は
、最
初

の
接
点
と
し
て
読
む
統
合
報
告
書
は

便
利
な
ツ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。

に
比
重
を
置
く
か
で
、統
合
報
告
書

の
発
行
目
的
と
編
集
方
針
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

い
ま
、統
合
報
告
書
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
と
き
、気
を
つ
け
て
お
き

た
い
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、開
示
ル
ー
ル
が
き
び
し

く
な
る
点
で
す
。
財
務
と
非
財
務
の

つ
な
が
り
を
数
値
化
し
、読
み
手
に

と
っ
て
ロ
ジ
カ
ル
か
つ
納
得
感
の
あ

る
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す（
5
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

も
う
一
つ
は
、世
の
中
が
高
度
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
に

と
も
な
い
、製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
商

流
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
わ
か

り
に
く
く
な
っ
て
お
り
、自
社
の
こ

と
に
つ
い
て
良
く
知
ら
な
い
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
、理
解
を
う
な

が
す
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

ま
す（
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

読
者
の
多
様
化
・
二
極
化
に
は
、

初
め
て
接
点
を
も
つ
読
者
に
対
し

て
、わ
か
り
や
す
さ
と
興
味
を
引
く

表
現
を
意
識
す
る
こ
と
。
同
時
に
、

業
界
を
知
る
機
関
投
資
家
の
よ
う
な

リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
読
者
に
対
し

て
、財
務
・
非
財
務
の
関
連
性
を
ロ

ジ
カ
ル
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
展
開
す
る

こ
と
で
す
。
目
的
や
編
集
方
針
を
再

定
義
す
る
こ
と
で
、自
社
ら
し
い
統

合
報
告
書
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
方
、「
せ
っ
か
く
発
行
す
る
の
だ

か
ら
、も
っ
と
多
く
の
方
に
読
ん
で

ほ
し
い
」と
、
対
象
読
者
は
広
が
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

の
動
き
か
ら
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で

開
示
す
る
企
業
が
増
え
た
こ
と
で
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、

サ
イ
ト
訪
問
者
の
目
に
ふ
れ
る
機
会

が
増
加
。
そ
の
た
め
読
者
層
は
、個

人
投
資
家
、
従
業
員
や
そ
の
家
族
、

入
社
を
希
望
す
る
求
職
者
、取
引
先

の
顧
客
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、金
融
機

関
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
と
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、少
子
高
齢
化
が
進
み

人
手
不
足
の
昨
今
、他
社
と
の
差
別

化
の
た
め
に
、採
用
活
動
で
統
合
報

告
書
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
企

業
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
多
く

の
資
金
を
投
じ
る
の
が
機
関
投
資
家

だ
と
す
れ
ば
、自
分
に
と
っ
て
限
り

あ
る
人
生
を
投
資
す
る
の
が
求
職

者
。
対
象
読
者
を
拡
大
し
て
、よ
り

多
く
の
方
に
企
業
価
値
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
、企
業
の
持
続
可
能
性

に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、読
者
は「
多
様
化
」

し
な
が
ら
、同
時
に「
二
極
化
」し
て

い
る
と
も
い
え
ま
す
。①
す
で
に
投

資
対
象
の
候
補
と
し
て
、じ
っ
く
り

と
プ
ロ
の
視
点
で
読
み
込
ま
ね
ば
な

ら
な
い
読
者
と
、②
た
ま
た
ま
会
社

を
知
り
、な
ん
と
な
く
読
ん
で
み
よ

う
と
思
う
読
者
で
す
。①
は
貴
社
の

こ
と
や
業
界
に
つ
い
て
の
理
解
や
知

見
が
豊
富
な
方
で
あ
り
、②
は
初
め

て
貴
社
を
知
る
と
い
っ
た
、リ
テ
ラ

シ
ー
が
高
く
な
い
方
で
す
。
ど
ち
ら

統
合
報
告
書
は
、
財
務
・
非
財
務

情
報
を
開
示
す
る
資
料
で
、
各
種

デ
ー
タ
や
K
P
I
な
ど
の
定
量
情
報

に
加
え
、数
値
化
で
き
な
い
知
的
財

産
や
強
み
・
優
位
性
、社
会
・
環
境
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
考
え
方
な
ど
の
定

性
情
報
を
、一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、企
業
価
値
を
つ
く
り
出
す
一
貫

性
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
、わ
か
り

や
す
く
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

企
業
理
念
や
パ
ー
パ
ス
、マ
テ
リ

ア
リ
テ
ィ
、中
期
経
営
計
画
、価
値

創
造
プ
ロ
セ
ス
、財
務
・
非
財
務
情

報
、ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、内
容

が
充
実
し
て
い
る
の
も
特
徴
。
う
ま

く
活
用
で
き
れ
ば
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、と
て
も
使
い
勝
手
の
良
い

ツ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　
ま
し
て
や
昨
今
、世
界
的
に
社
会

課
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
S
D
G
s
が
普
及
・
浸
透
し
た

こ
と
に
加
え
、「
気
候
変
動
」「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
生
物
多
様

性
」「
人
的
資
本
」「
人
権
」な
ど
、
社

会
・
環
境
に
つ
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
耳
に
し
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
。
ま

た
、日
常
生
活
は「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」「
働
き
方
改

革
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」な
ど
の
単

語
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
、

過
剰
と
も
思
え
る
言
動
に
閉
口
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、世
の
中
の
変

化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
が
増

ま
す
ま
す
増
加
す
る
発
行
企
業

改
訂
に
む
け
た
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト

読
者
と
活
用
シ
ー
ン
の
多
様
化

統合報告書のリニューアルを考えるうえで、大切なの は読者への理解を深め、活用シーンを想像すること。
ここではまず、「現在地」を共有しながら、発行する 上での課題について考えてみたいと思います。
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「サステナビリティ」という考えを浸透させた、SRI（社会的責任投資）。
その始まりから約100年、IFRS財団が設立したISSB（国際サステナビリティ基準審議会）により、
いま、世界では非財務情報の開示基準を統一する動きが加速しています。
このページでは、ISSBとその日本版であるSSBJが発足した背景や、各企業への影響を解説。
「名前は聞いたことあるけど、実際にISSBやSSBJってなんなの？」「企業はいつまでになにを準備すればいいの？」
といったギモンにお答えします。

ISSB・SSBJの誕生

変わりゆく開示基準

リクルートスタッフィング並びにリクルートで事業企
画、新規事業を担当したのちベンチャー企業を設立。
リーマンショック時にオプトグループ傘下となり、合
計約７年間ベンチャー経営に携わる。その後、メンバー
ズ、フィックスターズといった上場企業での人事責任
者を7年務め、2021年に合同会社持続可能を設立。
メンバーズでのCSV経営経験を軸にサステナビリティ
経営コンサルティングや統合報告書制作支援などに
携わっている。

監修
合同会社持続可能 CEO

川井 健史

Q.4Q.4
これからの統合報告書はどうなる？

今後の統合報告書に求められるのは、戦略や事業を財務・非
財務情報と結びつけ、より定量的かつ論理的に明示すること
です。そのため、有価証券報告書の詳細版のような立ち位置
になるとも言われています。ですが、構える必要はありません。
有価証券報告書は、法定開示として決算から90日以内の開示
が義務づけられていますが、一方の統合報告書は任意開示。
じっくりと時間をかけて、「その企業らしさ」を検討してから発
行できるのが利点です。
また、SSBJ基準で求められる財務情報と非財務情報の「コネ
クション」は、サステナビリティ経営の本質です。SSBJ基準
の対象とはならない企業においても、「この非財務情報は、将
来の財務にどう結びつくのか」「このロジックを、統合報告書で
どう伝えれば読者に理解してもらえるのか」といった視点をも
つことは、有効なアプローチと言えます。必要に応じてコンサ
ルティング会社や制作会社などの外部の手を借りながら、綿
密なストーリーを構築していきましょう。

A

Q.3Q.3
IR活動にはどう影響するの？

SSBJ基準が適用されると、有価証券報告書での情報開示が
大きく変化します。特に、時価総額3兆円以上のプライム市場
上場企業は2027年3月期、1兆円以上のプライム市場上場企業
は2028年3月期に、SSBJ基準で定められた項目の開示が予定
されています。つまり、これまで以上に複雑で綿密な情報を、これ
までと同様の期間（決算から90日以内）で開示する必要がある
のです。なかでも、連結財務諸表を作成している場合は全社が
対象になるため、グループ全体で早々に足並みを揃えましょう。
また、現状は気候変動のみが開示対象ですが、ゆくゆくは人的
資本などの項目も財務化しなければなりません。たとえば、人
材教育のための研修費は一般的に「コスト」として財務諸表に
計上されますが、今後は「この研修費は、将来自社が◯億円の
営業利益を生み出すための投資だ」というロジックを立てなが
ら、研修投資と財務インパクトのつながりを示す必要があります。
これらの情報も、従来の財務情報と同等レベルの扱いとなり、
ISSA5000に沿った「サステナビリティ保証」が求められます。

A

そもそもISSB・SSBJってナニ？

Q.1Q.1Q.2Q.2
どうしてISSB・SSBJは発足したの？

ISSBとは、2021年、非財務情報の財務化を目的にIFRS財団
が 設 置した、「国 際 サステナビリティ基 準 審 査 会
（International Sustainability Standards Board）」という機
関です。2023年には、世界中のサステナビリティ情報の開示
基準となる「グローバル・ベースライン」を公表しました。この
グローバル・ベースラインには、「S1」「S2」という2つの基準案
が含まれます。S1では、情報開示に関する一般的な要求事項
を。S2では、気候変動に関する開示事項を定めています。ま
たどちらの開示も、TCFDのフレームワークに準拠しているこ
と（コア・コンテンツ）が特徴です。
一方のSSBJ は、ISSBの日本版として2022年に設置された機
関を指します。2024年には、ISSB基準に則った「SSBJ基準」
の草案を公表し、2025年3月5日にその最終版が公開されまし
た。今後はSSBJ基準を適用することに加えて、SASBスタン
ダードにおける開示トピックを参照し、その適用可能性を考慮
する必要があります。

ISSB・SSBJ発足の背景には、サステナビリティ情報開示基準
の乱立があります。1997年のGRI設立以降、CDPやSASB、
IIRC、VRFなど、サステナビリティに関するさまざまな団体が
世界中で発足しました。ところが、これにより問題が発生。開
示基準が複数あるために、それぞれの基準で開示する企業と、
バラバラの基準で開示された情報を受け取る投資家の負担が
増加したのです。
そこで、IFRS財団は両者の負担を減らすため、IIRCとSASB

の合併組織であるVRFを吸収。その進化と強化を傘下の
ISSBに託しました。ISSBのグローバル・ベースラインをもと
に各国が開示基準を統一することで、企業はどの開示基準を
適用するか迷う必要がなくなり、投資家も基準が定まるため、
投資する企業の比較や判断が容易になります。
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開
示
基
準
の
変
遷

・
環
境
報
告
書
が
登
場

・
ト
リ
プ
ル
・
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
提
唱

・
G
R
I
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
行

・
環
境
報
告
書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公

表（
環
境
省
）

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
に
よ
る

環
境
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
公
表（
経
産
省
）

・
気
候
開
示
基
準
委
員
会
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
公
表（
C
D
S
B
）

・
G
H
G
プ
ロ
ト
コ
ル
が
正
式
発
行

・
統
合
報
告
書
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

公
表（
I
I
R
C
）

・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
の
公
表（
東
証
）

・
G
R
I
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
公
表

（
G
R
I
）

・
T
C
F
D
提
言
の
公
表（
F
S
B
）

・
価
値
協
創
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
公
表

（
経
産
省
）

・
S
A
S
B
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
公
表

（
S
A
S
B
）

・
I
F
R
S
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開

示
基
準
の
公
表（
I
S
S
B
）

・
有
価
証
券
報
告
書
で
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
開
示
義
務
化

・
S
S
B
J
基
準
の
公
表

（
S
S
B
J
）

・
時
価
総
額
3
兆
円
以
上
の
企
業
に

対
し
て
、
S
S
B
J
基
準
義
務
化

・
時
価
総
額
1
兆
円
以
上
の
企
業
に

対
し
て
、
S
S
B
J
基
準
義
務
化

・
プ
ラ
イ
ム
全
企
業
に
対
し
て
、

S
S
B
J
基
準
義
務
化
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初
め
て
統
合
報
告
書
を
発
行
し
て

か
ら
数
年
が
経
っ
た
た
め
か
、「
マ

ン
ネ
リ
を
感
じ
る
」「
よ
り
良
い
も
の

に
し
た
い
」と
い
う
理
由
か
ら
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
ア
ド
バ
ン
ド

に
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、「
ル
ー
ル
に

則
っ
て
つ
く
っ
て
い
る
も
の
の
、十

分
に
企
業
価
値
を
P
R
で
き
て
い
る

と
思
え
な
い
」と
い
う
相
談
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

そ
こ
で
、上
場
企
業
約
1
0
0
0

社
を
対
象
に
、近
年
発
行
し
た
統
合

報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し

た（
9
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
結
論
か
ら

い
う
と
、独
自
性
と
ス
ト
ー
リ
ー
性
が

あ
ふ
れ
る
制
作
物
が
あ
る
一
方
、ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
情
報
を
当
て
込

ん
だ
だ
け
の
制
作
物
も
あ
り
ま
し
た
。

　
自
社
の
企
業
価
値
が
伝
わ
ら
な
い

理
由
は
、
大
き
く
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、現
存
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
資

料
を
も
と
に
、漠
然
と
情
報
を
並
べ

た
だ
け
の
ケ
ー
ス
。
お
そ
ら
く
、株

主
総
会
で
使
う
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や

会
社
案
内
な
ど
を
支
援
会
社
に
渡

し
、き
れ
い
に
整
理
し
て
も
ら
っ
た

だ
け
の
制
作
物
で
す
。
こ
れ
で
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
切
り
貼
り
に
過
ぎ

ず
、ス
ト
ー
リ
ー
性
に
乏
し
い
誌
面

に
な
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、ル
ー
ル

に
則
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い

て
、差
別
化
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス

で
す
。
あ
え
て
き
び
し
い
言
い
方
を

す
る
と
、「
社
名
と
事
業
内
容
を
変

え
れ
ば
、他
社
で
も
通
用
し
そ
う
な
」

統
合
報
告
書
と
い
え
ま
す
。
三
つ
目

は
、読
み
な
が
ら
次
々
に
疑
問
が
出

て
く
る
も
の
。
ニ
ッ
チ
分
野
の

B
2
B
企
業
に
多
い
の
で
す
が
、ど

の
業
界
に
対
し
て
、ど
ん
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
て
、
同
業

他
社
と
の
ち
が
い
や
特
長
は
何
な
の

か
が
不
明
瞭
。
つ
ま
り
、ど
の
ペ
ー

ジ
を
読
ん
で
も
ピ
ン
と
こ
な
い
状
態

が
つ
づ
い
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
こ
で
は
、統
合
報
告
書
を
改
善

す
る
に
あ
た
っ
て
、二
つ
の
観
点
か

ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

つ
は「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」、も
う
一

つ
は「
自
社
ら
し
さ
」で
す
。

最
終
製
品
で
は
な
く
素
材
や
部
品

を
供
給
す
る
、一
般
人
に
な
じ
み
の

な
い
商
品
を
扱
う
、目
に
見
え
な
い

サ
ー
ビ
ス
や
高
度
で
複
雑
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
伝
え
る
の
が
む

ず
か
し
い
業
種
・
業
態
は
意
外
に
多

い
も
の
で
す
。
物
理
学
者
の
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、「
6
歳
の
子
ど
も

に
説
明
で
き
な
け
れ
ば
、理
解
し
た

と
は
言
え
な
い
」と
い
う
言
葉
を
遺

し
て
い
ま
す
。「
中
学
生
に
説
明
し

て
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
伝
え
た
と
は
い
え

な
い
」と
は
、
言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う

か
。
た
と
え
ば
、機
関
投
資
家
は
投

資
の
プ
ロ
で
あ
っ
て
も
、ビ
ジ
ネ
ス

の
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
、経
済
活
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
高
齢
の
個
人
投
資
家
、社
会
人
経

験
の
な
い
新
卒
学
生
、業
界
を
知
ら

な
い
見
込
客
に
対
し
、自
社
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
の
は
、な
か
な
か
根
気
が
要
る
も

の
で
す
。

　
た
し
か
に
、「
守
秘
義
務
が
あ
っ

て
、具
体
的
な
事
業
内
容
は
掲
載
で

き
な
い
」と
い
う
ケ
ー
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、伝
え
た

い
内
容
を
分
解
・
整
理
し
て
ペ
ー
ジ

を
割
い
て
説
明
す
る
、図
版
や
イ
ラ

ス
ト
を
使
う
な
ど
の
手
法
が
効
果
的

で
す
。
格
好
が
い
い
か
ら
と
い
っ
て
、

抽
象
的
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
頼

る
の
は
ご
法
度
。「
だ
れ
に
、な
に
を
、

ど
う
や
っ
て
」提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

か
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い

限
り
、よ
け
い
に
疑
問
が
ふ
く
ら
ん

で
し
ま
う
か
ら
で
す
。
も
し
、ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
不
明
瞭
な
ま
ま
な

ら
、読
者
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
ま
ま
読

み
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、初
め
て
接
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
と
っ
て
は
、き
わ
め
て
大
き
な

ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
く
ら
高
邁
な
パ
ー
パ
ス
、
戦
略

的
な
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
、
期
待
で
き

る
中
計
、
K
P
I
に
基
づ
く
財
務
・

非
財
務
情
報
が
提
示
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い

う
基
盤
が
あ
い
ま
い
だ
と
、「
う
わ

べ
だ
け
」で
納
得
感
に
欠
け
る
価
値

創
造
ス
ト
ー
リ
ー
に
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。

自
社
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
要
素

は
、「
中
身
」と「
見
た
目
」の
二
つ
で
す
。

ま
ず
、中
身
に
つ
い
て
。
意
外
に

感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、自
社

ら
し
さ
は
、会
社
の
歴
史
に
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、こ
れ
ま
で
歩
ん
で

き
て
一
定
の
成
功
を
収
め
た
過
去
は

事
実
で
あ
り
、こ
の
礎
の
上
に
、現

在
と
未
来
が
あ
る
か
ら
で
す
。
歴
史

を
伝
え
る
方
法
に
は
、年
表
に
よ
る

「
沿
革
」や
文
章
に
し
た「
歩
み
」が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、こ
れ
で
は
単

な
る
情
報
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

会
社
の
歴
史
を
企
業
価
値
に
ま
で

昇
華
す
る
な
ら
、「
W
H
Y
」へ
の
回

答
を
意
識
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。「
な
ぜ
、
創
業
者
は
起
業
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
？
」「
な
ぜ
、こ

の
時
代
に
新
規
分
野
に
参
入
し
た
の

か
？
」な
ど
の
疑
問
へ
の
回
答
が
、

後
々
の
企
業
価
値
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、「
W
H
Y
」の
ス
キ
ー
ム
は
未
来

に
も
応
用
で
き
ま
す
。「
な
ぜ
、
こ

の
社
会
課
題
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
？
」「
な
ぜ
、こ
の
技
術
を

世
界
に
広
め
る
こ
と
が
必
要
な
の

か
？
」と
い
っ
た
疑
問
へ
の
回
答
は
、

同
じ
く
、将
来
の
企
業
価
値
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
高
い
は
ず
。
つ
ま
り
、

歴
史
の「
歩
み
」や
未
来
へ
の「
パ
ー

パ
ス
」を
効
果
的
に
伝
え
た
い
な
ら
、

「
W
H
Y
」に
言
及
し
て
こ
そ
読
者
の

共
感
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

次
に
、
見
た
目
で
す
が
、
も
し
企

業
ら
し
さ
を
表
現
す
る
V
I（
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）

が
規
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
、こ
れ
を

デ
ザ
イ
ン
に
活
か
し
ま
す
。
も
し

V
I
が
な
け
れ
ば
、イ
メ
ー
ジ
ボ
ー

ド
と
い
う
写
真
・
書
体
・
色
具
合
な

ど
を
検
討
す
る
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、

自
社
ら
し
さ
を
表
す「
見
た
目
」と

は
な
に
か
を
決
定
し
、共
有
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

統
合
報
告
書
と
い
う
よ
り
も
、広
報

活
動
全
体
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
す
。

お
そ
ら
く
今
後
、上
場
企
業
の
開
示

は
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
受
け
皿

と
な
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
と
、

企
業
価
値
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
網

羅
し
た
統
合
報
告
書
に
、集
約
し
て

い
く
と
思
い
ま
す
。「
こ
の
一
冊
を

読
め
ば
、自
社
の
企
業
価
値
が
だ
い

た
い
わ
か
る
」よ
う
に
す
る
に
は
、

見
た
目
に
も
統
一
感
を
も
た
せ
た
い

も
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
自
社
ら
し

さ
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
表
現
し
て
い

る
上
場
企
業
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
好
事
例
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、統
合
報
告
書
を

改
訂
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

企画構成を考えるとき、読者の理解をうながす基盤となるのが、
「ビジネスモデル」のわかりやすさです。
そのうえで、読者の興味を高める「自社らしさ」にこだわり、
読み応えがあり印象に残る一冊を編集します。

自
社
ら
し
さ
は
共
感
の
ト
リ
ガ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
物
語
の
基
盤

独
自
性
の
欠
如
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

アドバンドはIRの制作物に強みをもつ支援会社です。取材・原稿作成、
企画・レイアウトを担当するのは、すべて社内のライターとデザイナー。
コンサル会社や広告代理店を通さない安心対応をモットーにしています。
ホームページからお気軽に問い合わせください。

わたしたちが、統合報告書のリニューアルを支援します。

わ
か
り
に
く
さ
は
、
最
大
の
欠
陥

W
H
Y
？
で
企
業
価
値
を
訴
求

今後、統合報告書はどうなる？今後、統合報告書はどうなる？今こそアプデ！ 統合報告書 Part 2 ビジネスモデルと自社らしさを表現
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